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超高速デジタル信号伝送
アナログの波形調整によりギガビット毎秒の伝送を実現
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目的と効果
メタルケーブルを用いてデジタル信号を伝送
する場合、信号の周波数の高い成分がケーブル
で減衰して信号波形がひずむため、通信速度や
伝送距離に限界があります。そのため、ギガビッ
ト毎秒以上の高速デジタル信号の長距離伝送は
とても困難です。メタルケーブルの1ギガビッ
トイーサネットでは四つのチャネルを用いてい
るため、一つのチャネルでは250メガビット毎
秒の伝送容量です。この発明は、一つのチャネ
ルで数ギガビット毎秒の伝送が実現でき、低コ
スト、低消費電力という特長があります。

技術の概要
この発明は、多値伝送方式の高速デジタル信
号伝送システム（図1）で、送信側に複数のD/A
変換器と信号遅延回路を用いた波形調整可能な
回路を構成し、受信側は信号波形のひずみの程
度を判定して評価信号を生成する回路構成とし
ます。調整制御回路により受信側でのひずみが
最小となるように、送信側の波形を自動的に調

整します。この調整には遺伝的アルゴリズムを
用います。受信信号が多値の各判定レベルの中
央付近にあるか境界付近に偏っているかを、信
号レベルのヒストグラムを用いて判定します。
これにより、簡単な構成にもかかわらず効果的
な調整ができます。また、双方向通信が高速で
できるよう、調整可能な高速信号用のハイブ
リッド回路とエコーキャンセル回路についての
技術も発明に含まれています。

発明者からのメッセージ
波形のひずみを補正することはさまざまなと
ころで行われていますが、その多くがアナログ
信号をデジタル信号に変換した後に専用のプロ
セッサーを用いてデジタル信号処理を行っていま
す。ところが、デジタル信号処理は処理速度を
上げようとすると極端に回路規模と消費電力が
大きくなってしまいます。この発明の技術は、デ
ジタル技術にアナログ技術をうまく組み合わせる
ことで今までにない高速信号処理ができます。
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図1　多値伝送方式の高速デジタル信号伝送システム
送信回路は、受信側でのひずみが最小となるように送
信信号波形を調整する。受信回路は、受信信号波形の
ひずみを信号レベルのヒストグラムから評価する。ハ
イブリッド回路では、送信信号と受信信号の分離・合
成を行う。

図2　高速デジタル信号伝送システム（図1）中の送信
回路の具体的な構成
多値の信号を送信するためD/A変換器が用いられる。
遅延回路により送信データのタイミングをわずかにず
らして、タイミングが違う複数のD/A変換器の出力信
号波形を合成する。
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